
汎用元素ベースで省資源な薄膜太陽電池
－高専発！レアメタルフリーベースの薄膜太陽電池の新展開－

現在普及している結晶シリコン太陽電池やCu(In,Ga)Se2，CdTe
太陽電池は，製造に大きなエネルギーが必要であったり，希少元素，毒
性元素を原料としているなどの課題があり，普及の妨げとなっていま
す。 私たちの研究室では，太陽光発電による環境に優しい自然エネル
ギーの普及のために，より低コストで大規模量産が可能な新型太陽電
池の開発に取り組んでいます。
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希少元素であるインジウムや毒性の
セレンを含まず豊富で安価な汎用元素
（銅・錫・亜鉛・硫黄）をベースとし
た新しい半導体材料を用いて，大規模
量産化に適した省資源型の薄膜太陽電
池を開発しています。
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特に次世代タンデム型太陽電
池のトップセル候補材料の未開
拓領域をカバーする新たな材料
としてCZTSのSnの一部をGeに置
換したCu2Zn(Sn,Ge)S4ワイド
ギャップ半導体を用いて，硫化
物系薄膜太陽電池を開発しまし
た。（特許5641284）


